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従 属 接 続 詞 の 意 味
一untilとwhileの場合 一
田 岡 育 恵
0.田 岡(1992)では、辞書 で載せ られ ている 「譲歩」 のwhenと いう用法
につ いてwhen自体 に譲歩 の意味 を認 める必要 はないと した。 そ の理 由 は、
この場合の譲 歩 の読 み は主 節 とwhen節 の内 容か ら出 て くる もので あ り、
althoughのよ うに接続詞 自体が逆接の意味 を担 って いるので はな いか らだ。
Declerck(1988)はwhen節の機能 は主節の陳述を制限す る事 情 を表 す もの
と し、そ こか ら時間 を表す機能 も導 きだせ ると述べてい る。譲歩 の読 みが出
る場合 もwhen節の働 きはDeclerck(1988)が示 してい るよ うな主節 の陳
述を制限す る事情 を示す もので あり、各 々の文脈 か ら譲歩 の読 みが強 く出て
いると考 え られ よ う。 で は、 このよ うに抽象 的な核 になる意味を一っ定めて、
そ こか ら色 々な意味が場合 に応 じて出て くるのだ とい うことは、when以外
の複数 の意味が辞 書に記載 されてい る従属接続詞 に も当て はま るだ ろ うか。
複数 の意味を持っ とされ る従属接続 詞 は い くつ かあ るが、 こ こで は任意 に
untilとwhileを取 り上 げて考 えてみたい。
1.Until
Heinamaki(1978)は特殊 なuntil節と して次 のような例を挙げ、 これ ら
は前提で はな く主節 で示 された行為 の結果を表 して いると言 う。
(1) John sang until he lost his voice. 
(2) Sam waxed the floor until it was shining. 
(3) Bill kept kicking the door until it opened.
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Quirketal.(1985)でもuntil節は時間、 目的、 結果 を表 現 し得 る と し、
(4)の例 で主節 の主語 とuntil節の主語がLarryとheの よ うに同 一指 示 で
あれば時間、結果、.目的 が全て結 びつ いてい るが、youのよ うに同一指示 で
なければ時 と結果 の意味 しか伝えな いと述べてい る。
(4) Larry polished the table until { he/you  } could see his face in it.
ここで疑問 が出て くる。先ず、Heinamakiの記述 にっ いてで あ るが、 主
節の行為 の結果 を示 す とい う記述 は、(1)にっいては、 声 が出 な くな る こと
を 目的に歌 うので.はないか ら歌 いす ぎた結果、声が出な くな った とい うこと
で頷 ける。 しか し、(2)にっ いて は、 床が光 るとい うことは行為 の 目的 とも
考え られ るだ ろう。(3)にっ いて も、 戸を開 けようとして蹴 って いる とい う
よ うに行為 の 目的 と取 ることが出来 る。っ ま り、(2)と(3)につ いて は行為 の
目的 と結果 で曖昧にな ってい る。
次 に、QuirketaL(1985)の記述 には次 のよ うに反例 と思 われ る ものが
ある。
(5) Catherine's heart started to pound until it began to burst out of 
   her chest. (OM.,  p.75) 
(6) She hugged him until she was afraid that she was going to break 
   his bones. (OM., p.238) 
(7) Looking at him through the window ten yards away Noelle could 
   still feel the animal magnetism, still feel the old desire and it 
   swelled up in her, mixing with the hatred until she was filled 
   with a sense of exhilaration that was almost like a climax. (OM., 
   p.284) 
(8) We've heard all about that business again and again until we're 
    sick of it. (N., p.77) 
(9) Here the view was less interrupted till it rested in the distance 
    on the curve of Whiteharen Bay. (N., p.129) 
(10) The path descended gradually until it came out at last on an
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open space, round in shape, with a low battlemented parapet. 
(DM.,p.17)
これ らの例で は主節 の主語 とuntil節の主語 は同一指 示 にな って い るが、
until節は主節の行為 の 目的 とは取 れな いだ ろ う。(5)では、 主語 は心臓 だ
か ら目的を持っ とい う意 図性 は考 え られない。(6)では、骨 を折 って しま う
のではな いか と恐 れ る為 に抱 き締 めたので はない。(7)では、 主 節 の動詞 は
feelであり感 じるとい うことは何 かをす る為 にとい う目的を もってす ること
とは思えない。(8)では、やは りうんざ りす る為 に聴 くとい うの で はな く、
寧 ろ繰 り返 し聴 いた結果 うん ざ りしたとい うことにな ろう。(9)、(10)では、
主語 は各 々、theviewとthepathで目的を持っ ということは考 え られない。
従 って、主語 の同一指示 はuntil節の 目的か結果 か とい う区別 を決 め るもの
で はない。
では、(5)から(10)のuntil節は結果 を表す もの と言 え るのか とい うこと
を検討 してみよ う。(8)は、聴 いた為 にうん ざり した とい うわ けだ か ら原 因
が あってその結果 とい う意味 の結果 と取 れ る。(6)も、 抱 き締 めた為 に骨 を
折 るので はないか と恐 れるよ うになったと、原因が あっての結果 と考え られ
る。 しか し、(5)では、心臓 が どきどきし始めた為 に破 裂 しそ うに な った と
い うのではな く、心臓が どきどき し始 めて最後 には破裂 しそ うになる ところ
までい った とい うことで ある。(7)では、欲望 を感 じて いたのが高まってい っ
て高揚 とした気分 にまでな った ということで、欲望 を感 じた為 に高揚 と した
気分 になったというわ けで はない。(5)と(7)の主節 はuntil節で示 され る事
態 の原因 になってい るのではない。更 に、(9)と(10)の場 合 も、 ど こど こ
に至 るまで眺め は遮 られていなか った、 ど こそ こに至 るまで道 はゆるやかな
下 りになっていた とい うことで、主節 はuntil節の示す 事態 の原 因 にな って
いるわ けで はない。 また、(9)と(10)は(5)と(7)と違 ってuntil節で主 節 で
述べ られ る状態 が極 ま った状態が示 されているわ けで もな い。
以上の例 か ら分 かるよ うに、召π覦 節 には目的 とも結 果 と も取 れ ない例 が
36従 属接続詞の意味 一untilとwhileの場合 一
あ る。更 に目的 とも結果 と も取 れないuntil節をみてい こう。
(11) She kept forgetting the strong physical impact that Larry had 
    on her until they met after an absence. (OM.,  p.2'76)
(11)では、「忘 れて いた」為 に 「しば らくして会 った」 ので はない し、 ま た
主節 の動詞forgetはfeelと同様 に 目的を持 って行 う行為 を表す動詞で はな
いか ら 「会 う」為 に 「忘 れていた」 ので もない。 また 「忘れて いて会 う所 ま
で いった」 というように主節 の状態 の極 みをuntil節で示 して いるとい うの
で もない。 これ らの ことは、(12)について も言 えるだろ う。
(12) I'd like to keep it until I'm too old to see where I'm flying. 







(13) She waited until they were reduced to ashes. (N., p.83) 
(14) I wanted to call you sooner but your father asked me to wait 
    until he was better. (ON., p.125)
どち らもwaitとい う動詞 が使 われているが、待つ ことが灰 にす るので もな
い し彼を良 くす るので もない。 また灰 にする為 に或 いは良 くす る為 に待つの
で もない。待 っ とい う行為 がいっまで続 け られ るか とい う目安 をuntil節は
示 してい る。 目安 とい う概念 はwaitとい う動詞 の意味か らして必然 的 な も
のであ る。
次の(15)、(16)は、(11)と同様、until節が主節 の示す事態 の結果、 目的、
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到達点、 目安のいずれにもなっていない例である。
(15) Everything went well until one of those unforseen chances 
    occurred.  (HD., p. 214) 
(16) I thought that my new lecture on language and communication 
    was going well until I checked my students' reaction. (LC., p. 1)
これ らの例 では、until節で主節 の示す事態 とは全 く関係 の な い、 予 測 され
得 ない事態 が起 こ って主節 の示 す事 態 が急 に終 わ る ことにな る。 っ ま り、
until節は偶発的終点 を示す と言え る。
このよ うに、until節の意味 は綿密 に検討 す れ ば、 目的、 結 果、 到 達点、
目安 そ して偶発的終点 と多岐 にわた る。だが、Heinamaki(1978)の例 にっ
いて述べ たよ うに常 にこれ らの意味の うちの どれか一 っにな るとは っき りと
割 り切れ るので はな く、次 の例の ように複数 の意 味が混然一体 としている場
合 がある。
(17) I rehearsed her till she was word perfect. (M., P.266) 
(18) But when we couldn't get a table until you mentioned Fraser's 
     magic name,  .  . . (OM., p.258)
(17)では 「リハーサルを した」結果、「彼女 は一語 も間違わな くな った」と
も取 れる し 「一 語 も間違 わな くす る」為 に、或 いは 「一語 も間違わな くなる」
まで 「リハ ーサルをす る」 とも取 れ る。っ ま り、until節は結 果 を表 してい
ると も目的、 目安を表 して いるとも言 えるだろう。(18)では、「Fraserの名
前 を出す」 とい うことが 「なかなかテーブルにっ くことが出来 なか った」 の
で意図的 にな された ことなのか、 それと もたまたまそ うされ た偶然なのか分
か らない。 っま り、until節の意味 は結果 と偶発的終点で曖昧であ る。
このようにuntil節の意 味 は様 々に解釈で きる。話 し手の意識の中で はど
のような意 味でuntilを使 ってい るのか明 白で あって も、聞 き手 にとって は
必ず しもそ うではない。文脈 か らどの意味 になるか判断で きる場合 もあれば
曖昧 なままにな ることもあ る。 どの意味 に取 られ るか は文脈 に基 づ く聞き手
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の解釈次第である。寧ろ、いずれの場合においても明白にuntilの意味する
ところというのは 「～まで」 という主節の示す事態の成立する限界というこ
とである。 目的、結果、到達点、 目安、偶発的終点 といった意味はそれぞれ
の文脈から出て くるものであってuntil自体の意味ではないと思う。従って、





時間的推移があるわけではない。「景色」 も 「道」 もそれ自体が動 いて いる






小野(1984)は接続詞whileにつ いて対 照 また は反意 、 時 間、 理 由 とい
う三っ の意味 を認 めて いる。英和辞典 に も複数 の意味が記 載 されていて、例
えば、研究社新英和大辞典第5版 では1.～ の間、～す る間に、～する間 は、
2.～ とはいえ、3.～ なのに、然 るに、 ところが一方;同 時 に、(主 に新
聞 口調 で)そ して、 とい う三項 目の意味 が示 されて いる。小学館 プログ レッ
シブ英和 中辞典第2版 では、1.～ す るうちに、～す る間ず っと、す るか ぎ
りは、2.～ と同時に、 そ して一方、3.(反 対、 比較対 照、 譲 歩)～ な の
に対 して、 に反 して、 だけれ ど、 す る一方 と記載 されて お り、大修館 ジーニ
アス英和辞典第4版 では、1.(期 間、 時点)～ す る間 に、 ～ の間 じゅ う、
～ と同時に、2 .(対照、譲歩)～ なのに、 ～だ けれ ど も、 だが一方 、3.
その上 とい うよ うに示 されてい る。 ここで は、whileの意味 を小 野(1984)
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にある時間、対照 ・理 由の三つで考えてみ る。
(19)は、小野(1984)で理 由の意味 で出 されて いる例 であ る。
(19) "I cannot sit by the fireside, while he is abroad in inclement 
























(23b)客 が 待 た さ れ て い る{間/の に}情 報 を 与 え て い る。
次の例は、while節が時間と理由の両方に取れる例である。
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(24a)Whileweareonthesubjectofthisword"never",wemightas
welltakeaquicklookatanotherfamousexample.(EP.,p.12)
(24b)この語を話題 に して いる{間/の だか ら}別 の有名 な例 をみてお
いた方が よいだ ろう。
以上、while節の意 味が曖昧 になる例 をみて きた。 しか し、 理由 や対 照 ・
反意 に取れ る場合 のその理 由や対照 ・反意 とい うの は、whileで結 びつ け ら
れ る二 つの節 の内容、両者 の関係 か ら汲み取 られ得 るものであ って、 それぞ
れの節 の内容 か らそのよ うな意味が取 れない場合 はwhileがあ って もそ の よ
うな解釈 は出来 ない。例 えば、(25)は理 由や対照 ・反意で は取れ ないwhile
の例 である。 しか しここで もwhileは何 らか の意 味を伝 え て いる筈 で、 そ
れ は主節 の時 間指定 とい うことになる。
(25) In the beginning she had asked what he did while she was gone. 
     (OM., p.242)
上 で み た 曖 昧 なwhile節 の 例 は、 全 て 時 間 を 表 す も の だ と 言 え た 。 従 っ
て 、while自体 の 意 味 と して 理 由 や 対 照 ・反 意 を 取 り上 げ る 必 要 は な い の で
は な い か 。 時 間 をwhile本 来 の 意 味 と い う こ と は 出 来 な い だ ろ う か 。
OEDで 歴 史 的 にwhileの用 法 を み て み る と、 時 間 を 表 す 用 法 の 初 出 が1154






sametime,andbesidesの初 出 が1750年と 、 ず っ と 遅 く出 て き た も の の よ う
で あ る 。OEDの 時 間 以 外 の 用 法 と して 挙 げ られ て い る意 味 も 根 底 に 時 間 を
含 ん で い る も の と 思 わ れ る 。 そ うす る とwhileの核 と な る意 味 は結 局 、 時 間
で あ る と 思 わ れ よ う。
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　 しか し、他方、時間 とは取れな いwhile節は存 在 す る。.それが次 の よ う




(26b)彼 女 は一 、 二 か 月 す れ ば 外 に 出 られ る{の に/*間}彼 等 は 生 涯




(27b)　こ の 本 は愛 の 謎 を 取 り去 る も の で は な い{け れ ど/*間}誤 解 を





(28b)子 供 は こ の 時 ま で に そ の 望 み が 必 ず し も 母 親 の 求 め る こ と で は な





(29b)通 常 、 偉 大 な 言 い 伝 え は 云 々 の 理 由 で 偉 大 な の だ と 思 っ て い る
　　　　　 {が/*間}ロ マ ン チ ッ ク な 愛 の 言 い 伝 え は 真 っ赤 な 嘘 だ 。
(30a)While　such　great　leaps　are　most　commonly　made　during　adoles-
　　　　　cence,　they　can　be　made　at　any　age.(RT.,p.67)
(30b)大 き な 飛 躍 は 思 春 期 に 起 こ る の が 普 通 で あ る{け れ ど も/*間}い




(31b)　ど ち ら も 偉 大 な 俳 優 で あ る{が/*間}チ ャ ー チ ル の 演 説 は よ く
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　 　 　 引 用 さ れ る{が/*間}ヒ ッ ト ラ ー の 方 は 全 く忘 れ ら れ て い る 。
(32a)While　this　is　obvious,　it　is　something　that　most　people　to　a
　 　 　 greater　or　lesser　degree　choose　to　ignore.(RT.,p.14)
(32b)　こ れ は 明 白 で あ る{が/*間}大 半 の 人 が 多 か れ 少 な か れ 無 視 し
　 　 　 て い る 事 だ 。
(26)では、彼女 の一、二か月後 の事 と彼等の一生 の事 とい うことでwhile
節 は主節 の時 間指定 にな らない。(28)では、while節が現 在完 了で主 節 が単
純現在 で、 やは り双方 の節の時間がずれて いる。(29)、(30)そして(31)の後
の方 の例 は、while節はgenerally、mostcommonly、oftenを含 み、 その
節 で表 されている事が通常、一般的、 よ くある事 なのだ とい うわ けで 一時的
な出来事 を表 す もので はない。(27)、(32)、(31)の先の例 のwhile節は各々、
この本 の特性、二人 の人間の特徴、そ して ある事 の性質 を述 べ るものであ っ
て、 やは り一 時的な出来事を表す もので はない と言 え る。従 って、 これ らの
例 ではwhile節が主節 の示す事態の成立 を限 定す る期 間 を示 してい ると は
取 れないのである。 これ らの例 は全て、対照 ・反意 に解釈 出来 るが、 これ は
上 で述べ たよ うに主節 とwhile節の節の内容か ら汲 み取 れ るものである。
では、whileの核 と呼べ る意味 は一体、何にな るのか。 今までみて きた全
ての例 に共通 して当て嵌 まるのは、 こういう事が起 こって い る、 起 こった、
起 こるだろ う、或 いはこういうことが言え るとい うことを一方 で認めて主 節
の事態 を述べ るということだ。 それが、節の内容、主節 との関係 か ら時に対
照 ・反意 の解釈 になったり理 由の解釈 になった り、或 い はその どちらで もな
くandに等 しい ものになった りす る。 また、主節 の示 す事 態 を限定 す る期
間 と しての解釈 が可能で あれ ば時間 と して解釈 され るということにな るのだ
と思 う。
4.以上、複数の意味があるとされる従属接続詞の内丶untilとwhileにっ
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